
「農」の最前線をお届けする、農業人のための広報紙
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抽選で30名に
「ナチュラルチーズ鶴居」の5種類セット

をプレゼント！
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contentscontents

ＮＯＳＡＩ北海道のお財布ＮＯＳＡＩ北海道のお財布
役員の紹介役員の紹介

ほかほか

ほかほか



北海道農業共済組合
第4回通常総代会開催
北海道農業共済組合
第4回通常総代会開催
　令和７年５月３０日、札幌市の共済ホールで第４回通常総代会を開催し、

総代２０９人のうち２００人（うち書面議決８４人）が出席しました。
　議長に岩見沢市の井川総代が選任され、審議のもと９議案について原案通り可決・承認されました。

　

国
が
示
す
事
業
規
模
点
数
で
は
、全
国

の
２５
％
を
占
め
る
国
内
最
大
の
農
業
共
済

組
合
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
早
３
年
が
経

過
し
、総
代
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
員
の
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
４
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
を
振
り
返
る
と
、

農
業
共
済
制
度
か
ら
収
入
保
険
制
度
へ
の

移
行
も
あ
り
、総
共
済
金
額
は
前
年
度
よ

り
２
８
９
億
円
減
少
し
、７
８
９
８
億
円
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、収
入
保
険
制
度
の
令

和
６
年
度
の
加
入
者
は
、６
４
８
３
経
営
体

で
、前
年
度
よ
り
１
６
４
戸
増
加
し
ま
し

た
。

　
一
方
、昨
年
の
被
害
や
事
故
に
つ
い
て
は
、

一
部
５
年
産
を
含
む
全
事
業
の
支
払
共
済

金
の
合
計
額
は
２
９
５
億
８
千
万
円
と
な

り
、前
年
度
よ
り
６９
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

農
作
、畑
作
、果
樹
の
生
育
は
総
じ
て
良

好
で
、平
年
並
み
か
ら
や
や
良
の
作
柄
と
な

り
ま
し
た
が
、高
温
の
影
響
や
７
月
下
旬
か

ら
８
月
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
り
、地
域
や

作
物
に
よ
っ
て
は
品
質
低
下
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。農
作
、畑
作
、果
樹
共

済
の
支
払
共
済
金
は
７０
億
４
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

園
芸
施
設
共
済
で
は
、４
月
か
ら
の
低
気

圧
に
伴
う
強
風
被
害
や
５
月
の
降
雹
被
害

が
発
生
し
た
ほ
か
、２
月
に
は
十
勝
地
方
を

中
心
に
記
録
的
な
降
雪
と
な
り
、１
０
０
棟

ほ
ど
の
被
害
が
発
生
し
、支
払
共
済
金
は
１

億
１
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
畜
共
済
の
支
払
共
済
金
は
２
２
４
億

２
千
万
円
と
な
り
、前
年
度
に
比
べ
２３
億
円

ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
は
、７７
億
７
千
万
円
の
保
険

金
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、迅
速
な

共
済
金
の
支
払
い
、収
入
保
険
制
度
の
活

用
促
進
、病
害
虫
対
策
の
情
報
提
供
な
ど
、

経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、気
象
リ
ス
ク

や
物
価
高
騰
、国
際
情
勢
な
ど
の
複
合
的

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

農
業
保
険
が
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
、ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
農
業
の
発
展
と
、農
業
者
の
安
心
・

安
全
な
営
農
の
た
め
、役
職
員
一
同
が
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

開会宣言をする伊藤 榮一副組合長
いとうえいいち

開会の挨拶を述べる岡田 恒博組合長
おかだつねひろ

議長を務めた井川 和也総代
いがわ かずや

来賓 加納 孝之北海道副知事
かのうたかゆき

組
合
長
理
事  

岡
田 

恒
博

北
海
道
農
業
を
支
え
る
力
と
し
て
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A

質
疑
応
答

要
約

新
ひ
だ
か
町
の
高
度
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
手
術
件
数
が
多
く
、設

備
・
人
員
と
も
に
限
界
に
近
い
状
況
で

す
。建
設
費
は
10
億
円
超
と
見
込
ま
れ
、

セ
ン
タ
ー
単
独
で
の
対
応
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。　
　

　
N
O
S
A
I
北
海
道
本
所
と
し
て
も
、

資
金
や
運
営
に
積
極
的
に
関
与
し
、令
和

9
年
度
竣
工
を
目
指
す
施
設
整
備
を
支

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
元
理
事
や
役
員
協
議
会
を
通

じ
て
要
望
は
把
握
し
て
い
ま
す
。み

な
み
東
部
セ
ン
タ
ー
長
へ
の
指
示
で
、検
討

の
た
め
の
工
程
表
を
作
成
中
で
あ
り
、ま

ず
幹
部
職
員
、次
に
役
員
レ
ベ
ル
で
協
議

を
進
め
る
予
定
で
す
。現
時
点
で
建
設
の

可
否
は
明
言
で
き
ま
せ
ん
が
、地
全
協

（
地
方
競
馬
全
国
協
会
）と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
、今
後
の
進
め
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

管
理
会
計
の
本
格
導
入
に
よ
り
、

診
療
所
ご
と
の
収
支
分
析
と
改

善
方
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、こ
れ
ま
で
総
代
に
個
別
診
療

所
の
収
支
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。合
理
化
な
ど
の
提
案
を
検
討
す
る

に
は
、収
支
の
具
体
的
な
数
字
が
必
要
で

す
。今
後
は
そ
の
情
報
が
総
代
に
も
共
有

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

診
療
所
ご
と
の
収
支
明
示
に
つ
い

て
は
、旧
組
合
か
ら
の
経
緯
も
あ

り
、す
ぐ
に
は
対
応
で
き
な
い
状
況
で
す
。

A

ＱA 現
在
、共
通
経
費
の
按
分
な
ど
を
進
め
て

お
り
、管
理
会
計
の
導
入
に
よ
っ
て
診
療

所
単
位
の
収
支
を
明
確
に
す
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。昨
年
度
の
数
字
が
近
く
確

定
す
る
見
込
み
で
、そ
れ
を
役
員
に
提
示

し
た
う
え
で
、収
支
の
見
せ
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
と
サ
ツ
ド
ラ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
包
括
連
携

協
定
に
つ
い
て
、遠
隔
診
療
に
関
す
る
医

薬
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
で

き
ま
す
が
、獣
医
師
の
業
務
効
率
化
や
既

存
施
設
の
相
互
利
用
、業
務
交
流
に
つ
い

て
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
せ

ん
。

サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の

提
携
は
、薬
剤
の
物
流
課
題
へ
の

対
応
が
主
な
目
的
で
す
。薬
剤
価
格
の
高

騰
や
配
送
の
効
率
化
、事
務
所
統
廃
合
後

の
薬
剤
配
置
な
ど
を
見
据
え
、サ
ツ
ド
ラ

の
店
舗
活
用
も
検
討
中
で
す
。保
険
適
用

の
範
囲
内
で
の
配
送
も
視
野
に
入
れ
、関

係
機
関
と
調
整
を
進
め
な
が
ら
、将
来
的

な
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。実
現
に
は

時
間
が
か
か
る
見
込
み
で
す
が
、前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議案第７号 借入金の最高限度額等について
借入限度額：150億円以内

議案第８号 損害評価会委員の選任について
任期満了に伴い、23名を選任

議案第９号 実施体制の改善（中長期）計画の改定について
農業共済ニーズ調査、内部けん制機能などを改定

議案第２号 令和７年度事業計画の設定について
事業計画は組合ホームページに掲載しています

議案第３号 令和７年度事務費賦課額及び徴収方法について
賦課総額：23億9,696万円

議案第４号 役員の選任について
任期満了に伴い、37名を選任

議案第５号 役員退任慰労金の支給について
取崩額：4,833万4千円以内

議案第６号 役員・顧問・NOSAI 部長の報酬について
報酬総額：1億5,278万円以内

提出議案

議案第１号 令和６年度業務報告書の承認について
業務報告書は組合ホームページに掲載しています

Ｑ

Ｑ
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構成比 10.4％

構成比 12.3％

前年度比 4億1,678万円の減

令和６年度 決算の概要

ＮＯＳＡＩ北海道のお財布ＮＯＳＡＩ北海道のお財布

収入総額98億7,114万円 98億7,114万円支出総額

収入総額 187億1,714万円 184億54万円支出総額

収入から支出を引いた額（業務繰延残金）収入から支出を引いた額（業務繰延残金）
3,669万円3,669万円

各種引当金繰入

4億9,378万円 構成比 5.0％

10億3,182万円固定資産
自己財源取得費 構成比 10.5％

19億7,959万円
（将来の支出に備えるための積立金）

（損害防止費など家畜診療所勘定へ繰り入れた額）

構成比 20.1％

10億2,884万円事業勘定繰入

5億5,757万円施設費 構成比 5.6％
4億1,673万円業務費 構成比 4.2％

構成比 44.2％

（業務職員の給与・退職金など）
43億6,281万円

人件費

前年度比 2億9,559万円の減

２億8,918万円その他（業務雑収入など） 構成比 2.9％

12億1,893万円各種引当金戻入

5億5,395万円事業勘定受入 構成比 5.6％

4億8,381万円受取利息 構成比 4.9％

1億4,969万円損害防止収入 構成比 1.5％

4億2,740万円受託収入 構成比 4.3％

26億6,424万円
賦課金

（組合員の皆さまが納めた賦課金）

前年度比 １億5,685万円の減

構成比 27.0％

構成比 41.4％

（国からの事務費補助金など）

前年度比 １億2,079万円の増

40億8,396万円
受取補助金

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

前年度比 4,462万円の減

前年度比 5,405万円の減

前年度比 746万円の増

（共済事業による診療費）
93億3,332万円

病傷事故診療収入

（共済事故外・非加入畜の診療費）
44億6,406万円

病傷事故外診療収入

34億3,328万円家畜人工授精収入

10億2,884万円業務勘定受入

4億5,776万円その他（診療雑収入など）

構成比 49.9%

構成比 2.4％

構成比 5.5％

構成比 18.3%

構成比 23.9%

その他（損害評価費など）

収入から支出を引いた額（剰余金）収入から支出を引いた額（剰余金）
3億1,660万円3億1,660万円

前年度比 2億4,235万円の減

前年度比 5億887万円の増

構成比 43.1％

構成比 21.9%

構成比 17.8％

構成比 6.6％

構成比 2.9％

構成比 7.7％

（診療所職員の給与・退職金など）
79億3,504万円

診療人件費

（診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用）

（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）

14億831万円診療所維持費

32億8,214万円家畜人工授精支出

40億3,645万円医療品消耗費

５億3,089万円業務勘定繰入

12億772万円その他

家畜診療所勘定

業務勘定

令和６年度の決算と
令和７年度の予算に
ついてお知らせします。

令和６年度は剰余金に相当する業務繰延残金が3,669万円発生しています。

令和６年度では、収入から支出を差し引いた収支で３億1,660万円の剰余金が発生しています。
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令和７年度 予算の概要

令和７年度 事業計画

令和６年度 事業実績
■農業共済制度の引受状況　▶総共済金額（補償額）7,898億3,563万円　▶支払共済金の総額 295億8,760万円

①8センター体制による事業運営の
　推進
②家畜の遠隔診療を積極的に展開
③全地域でNOSAI部長会議を開催
④獣医療研修センターを江別市に
　置き、効率的な診療を目指し収支
　改善に努める

受取補助金
（国からの事務費補助金など）
40億5,553万円 (－2,843万円)

（事務委託費、NOSAI部長の報酬など）
4億4,285万円 （＋2,612万円） （施設修繕・管理費用など）

7億451万円 （＋1.5億円）

各種引当金繰入
（将来の支出に備えるため
の積立金）
19億3,778万円
（－4,181万円）

固定資産自己
財源取得費
（固定資産取得
 に係る費用）
9億1,217万円（－1.2億円）

賦課金
（組合員の皆さまが納めた賦課金）
23億9,696万円 （－2.6億円）

受
託
収
入

業
務
費

施
設
費

受
取
利
息

その他
（業務雑収入など）
2億２,671万円

その他
（損害評価費など）
7億3,003万円

その他
（委託費・往診費など）
12億7,893万円 

（事業勘定から受け入れる額）
6億8,918万円（＋1億3,523万円） 

各種引当金戻入
（各種引当金受入額）
16億5,541万円
（+4.4億円）

（業務勘定から受け入れる額）
11億9,215万円 （＋1.6億円）

病傷事故診療収入
（共済事業による診療費）
93億1,898万円 (－1,422万円)

病傷事故外診療収入
（共済事故外・非加入畜の診療費）
46億7,153万円（+2.1億円）

家畜人工授精収入
（人工授精に係る収入）
34億118万円（－3,210万円）

業
務
勘
定

受
入

診療所
維持費

医療品消耗費
（診療に使用した医療品・
 医療用消耗品の費用）
41億3,580万円 （+9,936万円）

家畜人工授精支出
（人工授精に係る支出）
33億6,748万円
（＋8,534万円）

業
務
勘
定
繰
入

診療人件費
（診療所職員の給与・退職金など）
82億6,157万円 （＋3.3億円）

（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）
6億8,898万円 （＋1.6億円）

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で
　必ずしも一致しません。

共済事業
農作物共済（６年産）
農作物共済（５年産）

家畜共済
果樹共済

畑作物共済（６年産）
畑作物共済（５年産）
園芸施設共済

保管中農産物補償共済
合計

引受戸数(戸) 引受数
150,480ha

2,813,778頭
42ha

151,281ha

85,768棟
210口
－       

共済金額（千円）
127,455,530

446,871,277
157,805

137,329,448

77,800,573
221,000

789,835,633

農家負担掛金（千円）
2,770,069

13,089,499
1,142

2,374,781

244,489
597

18,480,577

被害戸数(戸) 支払共済金（千円）
2,521
598
－   
4

1,700
3,621
276
0

－　

2,302,337
509,890

22,425,705
2,419

1,146,866
3,081,808
118,569

0
29,587,595

■農業共済制度　▶総共済金額（補償額）7,891億3,939万円 ■収入保険制度
共済事業
農作物共済
家畜共済
果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済

保管中農産物補償共済
合計

加入目標(戸)
収入保険 6,550148,371ha

2,750,450頭
46ha

149,981ha
85,682棟
234口
－  　　

引受数
123,094,753
452,573,010

173,552
136,220,899
76,843,173
234,000

789,139,387

共済金額（千円）

■収入保険制度の加入状況と被害状況

収入保険 6,483

加入経営体(戸)
経営体数(戸)

180,455,049

補償金額（千円）
つなぎ融資貸付保険金・特約補てん金

融資額（千円）経営体数(戸)支払額（千円）
1,493 6,769,077 157 1,006,530

（収入保険事業の受託収入）
5億664万円（＋7,924万円） 損害防止収入

（損害防止に係る委託費など）
１億2,794万円 （－2,174万円）

（預金利息や有価証券利息など）
5億5,016万円 （＋6,636万円）

人件費
（業務職員の給与・退職金など）
42億8,904万円 （－7,378万円）

事業勘定繰入
（家畜診療所勘定へ
 繰り入れた額）
11億9,215万円
 （＋1.6億円）

（事務費・光熱水費・診療所の維持に係る費用）
16億1,238万円（+2.0億円）

令和６年度の北海道における引受・被害の状況をご紹介します。
      

家畜診療所勘定

業務勘定

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

事
業
勘
定

受
入

その他
（診療雑収入など）
2億4,712万円 

■収入総額 188億3,096万円 前年度比 1.1億円増

■収入総額 102億853万円 前年度比 3億3,739万円増 国からの事務費補助金、組合員の皆さまからの賦課金、収入保険加入者の方からの
事務費相当額、損害防止に係る負担金、並びに受取利息など

■支出総額 102億853万円

 

前年度比 3億3,739万円増 役員及び業務職員の人件費、システム等に係る委託費、施設維持管理費、将来の建築のための引当金など

■支出総額 193億4,515万円　

 

前年度比 9.4億円増 診療所職員（獣医師・人工授精師など）の人件費、
診療に係る医療品費、人工授精に係る費用など

令和7年度のtopics 

直営診療所としての病傷共済の共済金、並びに共済加入以外の諸料金、人工授精料金など

11,394

29,145
29

8,533

11,705
41

－    
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役員 の 紹介役員 の 紹介

副組合長理事

星　敏夫
（標津町）

組合長理事

伊藤 榮一
（当別町）

いほし とし お とう えい いち

統括理事

越智　孝
（訓子府町）

統括理事

合田 徳三
（鶴居村）

統括理事

上田 倫章
（帯広市）

統括理事

遠藤 淳史
（雨竜町）

統括理事

橋本 清一
（知内町）

６月１０日の理事会・監事会において、北海道農業共済組合の役員が決定いたしました。
役員一同、適正な組合運営に努めてまいります。

はし もと せい いちえん どう あつ しうえ だ みち あきごう だ とく ぞうお ち たかし

理事

渋谷 康己
（豊富町）

理事

髙原 成徳
（和寒町）

理事

杉村 賢一
（富良野市）

理事

白川 茂美
（東神楽町）

理事

吉田 秀弘
（由仁町）

よし だ ひで ひろしら かわ みしげすぎ むら けん いちたか はら しげ のりしぶ や やす み

理事

宮内　修
（浦河町）

みや うち おさむ
理事

岡田 政則
（共和町）

おか だ まさ のり
理事

佐藤　修
（伊達市）

さ とう おさむ
理事

関東 弘樹
（美唄市）

かん とう ひろ き
理事

山口　忠
（滝川市）

やま ぐち ただし

　

令
和
7
年
6
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

3
回
理
事
会
に
お
い
て
、北
海
道
農
業
共
済
組
合

の
第
2
代
組
合
長
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
伊

藤
榮
一
で
す
。石
狩
管
内
当
別
町
に
て
、水
稲
お

よ
び
小
麦
の
作
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。前
任

の
岡
田
組
合
長
理
事
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な

り
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
農
業
の
未
来
と
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
に
向
け
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
推
進
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、農
業
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
（
31
名
）
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監事

小見山 政彦
（音更町）

監事

谷口　学
（美瑛町）

監事

佐藤 泰之
（新篠津村）

監事

十川 典子
（札幌市）

監事

中垣 博志
（別海町）

さ とう やす ゆきたに ぐち まなぶ

そ がわ のり こ なか がき ひろ し

こ み や ま まさ ひこ

理事

鳥本 勝信
（芽室町）

理事

川田 一幸
（中札内村）

理事

小笠原 徹
（本別町）

理事

大下 秀樹
（鹿追町）

理事

松原 幸博
（苫前町）

理事

森 千惠子
（富良野市）

理事

松村 和一
（興部町）

理事

田中 吉孝
（美幌町）

理事

仙石 岳志
（網走市）

せん ごく たけ した なか よし たかまつ むら かず いちもり ち え こ

理事

松﨑 哲也
（豊頃町）

まつ ざき てつ や
理事

矢野 一美
（士幌町）

や の かず み
理事

江崎 真澄
（別海町）

え ざき ま すみ
理事

平間　清
（標茶町）

理事

宍戸 清則
（佐呂間町）

しし ど きよ のり ひら ま きよし

まつ ばら ゆき ひろおお した ひで きお がさ わら とおるかわ た かず ゆきとり もと かつ のぶ

代表監事

藤本 和芳
（紋別市）

ふじ もと かず よし

監
事
（
6
名
）
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令
和
６
年
度　
支
払
共
済
金

　
令
和
６
年
度
の
被
害
は
４
４
４
棟
、

支
払
共
済
金
は
１
億
１
８
５
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
と
比
較
す

る
と
棟
数
で
１
５
９
棟
減
、
支
払
共
済

金
は
２
０
４
５
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
内
容
は
風
害
や
雪
害
が
主
で
す

が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
は
５
月
に
雹

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
帯
広
市
で
は
２
月
に
国
内
の

12
時
間
降
雪
量
が
観
測
史
上
最
大
と
な

る
１
２
０
㌢
を
記
録
し
、
本
別
町
や
芽

室
町
な
ど
十
勝
を
中
心
に
70
棟
を
超
え

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
覆
材
を

か
け
て
い
な
い
ハ
ウ
ス
で
も
、
強
風
や

雪
に
よ
る
パ
イ
プ
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
令
和
６
年
度
の
被
害

の
う
ち
、
50
％
に
当
た
る
２
０
０
棟
以

上
が
令
和
７
年
２
月
及
び
３
月
の
被
害

で
あ
り
、
全
道
的
に
も
被
害
の
多
い
月

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

加
入
率
は
８
割
を
超
え
ま
し
た

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
で
は
、
す
べ
て

の
農
業
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
に
営

農
で
き
る
よ
う
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加

入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
る

自
然
災
害
に
よ
り
、
農
業
者
の
皆
さ
ま

の
危
機
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
加
入
者
は
年
々
増
加
し
、
令
和

６
年
度
の
北
海
道
の
加
入
率
は
83
・
0
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
加
入
に
至
っ
た
主
な
理
由
は
、
掛
金

等
が
想
定
よ
り
も
安
か
っ
た
、
近
隣
で

被
害
が
発
生
し
不
安
を
感
じ
た
、
農
業

者
仲
間
か
ら
の
す
す
め
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
全
国
の
加
入
率
は
79
・
７
％

で
、
北
海
道
は
全
国
的
に
も
高
い
加
入

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
り
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

今
か
ら
備
え
ま
せ
ん
か

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
は

誰
に
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
後
の

再
建
で
は
近
年
の
資
材
価
格
高
騰
に
よ

り
想
定
以
上
の
費
用
負
担
が
か
か
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
万
が
一
」
に
備
え
る

た
め
に
、
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
一
緒

に「
万
が
一
」の
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

補
償
内
容
や
掛
金
等
が
気
に
な
る
、
現

在
加
入
し
て
い
る
補
償
を
見
直
し
た
い

な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
選

択
肢
を
ご
提
案
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

園
芸
施
設
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和７年３月の雪害による未被覆被害

令和６年１０月の風害による被覆材被害

令和2年度

加入戸数 加入率

11,328 11,355
11,691

11,897
12,166

83.0
77.3

72.1
63.962.6

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

●加入状況の推移
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加
入
者
の
声

　

 

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
前
は
農
業
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
共
済
対
象
外

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の

栽
培
を
始
め
た
こ
と
や
馬
鈴
薯
、
カ
ボ
チ
ャ

の
作
付
面
積
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従

来
の
補
償
だ
け
で
は
経
営
リ
ス
ク
を
感
じ
、

対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
は
す
べ
て
の
農
産
物
が
対
象
と

な
り
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
以

外
に
も
、
販
売
価
格
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
収
入
減
少
に
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
収
入
保
険
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

 

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
加
入
す
る
際
に
過
去
4
年
分
の
税
務
書
類

が
必
要
に
な
る
の
で
手
間
が
か
か
る
印
象
が

あ
り
ま
し
た
が
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
サ

ポ
ー
ト
で
思
っ
て
い
た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
手

続
き
で
き
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
ば
か
り
で
保
険
金

等
の
受
け
取
り
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天

候
不
順
な
ど
に
よ
り
大
き
な
収
入
減
少
が
発

生
し
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
心
の
ゆ

と
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

 

今
後
の
目
標
は

　
経
費
や
人
件
費
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
、

販
売
金
額
は
希
望
す
る
よ
う
に
推
移
し
て
い

ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
の
削
減
を
行
う
こ
と
に
加

え
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
で
販
売
単
価
を
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
経
営
努

力
だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ

る
の
で
、
経
費
の
上
昇
に
よ
る
収
入
減
少
も

補
償
の
対
象
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
作
付
け
す
る
農
産
物
や
作
付
面
積
な

ど
が
、
加
入
し
て
い
る
営
農
計
画
か
ら

変
更
に
な
っ
た
場
合
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
収
入
保
険
の
営
農
計
画
に
つ
い
て

は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
郵
送
さ

れ
る
保
険
証
書
等
に
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
７
年
契
約
よ
り
保
険
金

等
へ
の
免
責
適
用
に
つ
い
て
以
前
か
ら

規
定
等
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
よ

り
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
保
険
期
間
終
了
後
に

営
農
計
画
の
変
更
や
収
入
減
少
等
の
連

絡
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
悪
意
の
あ
る

遅
延
で
な
け
れ
ば
免
責
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
険
期
間
内
に
変

更
の
連
絡
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ

り
、
作
付
け
や
被
害
状
況
の
現
地
確
認

が
行
え
ず
適
切
な
保
険
金
等
の
支
払
い

が
行
え
な
い
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
険
期
間
終
了
後
に
営
農
計
画
の
変
更

等
が
行
わ
れ
た
場
合
は
保
険
金
等
が
全

部
ま
た
は
一
部
免
責
と
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
期
間
内
（
個
人
経
営
の
方
は

１
月
〜
12
月
、
法
人
経
営
の
方
は
法
人

ご
と
の
事
業
年
度
）
に
農
産
物
や
作
付

面
積
と
い
っ
た
営
農
計
画
の
変
更
や
気

象
災
害
、
市
場
価
格
の
低
下
、
病
気
・

ケ
ガ
と
い
っ
た
収
入
減
少
に
つ
な
が
る

要
因
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

営
農
計
画
の
変
更
な
ど
が
あ
れ
ば

早
め
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

『
入
っ
て
よ
か
っ
た
！
』の
声
を
お
届
け

美深町

杉島 則和さん（46）
すぎ しま のりかず

令和6年
1月加入

（加入2年目）

経
営
内
容

馬
鈴
薯
・
カ
ボ
チ
ャ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど 

約
35
㌶

収
入
保
険

　
令
和
６
年
契
約
よ
り
、
気
象

災
害
に
よ
る
収
入
減
少
が
発
生

し
た
場
合
に
、
加
入
者
本
人
が

撮
影
し
た
気
象
災
害
発
生
時
の

写
真
が
あ
れ
ば
、
基
準
収
入
金

額
の
補
正
を
行
え
る
特
例
が
追

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
害
や
強

風
と
い
っ
た
気
象
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
、
翌
契
約
年
に
気

象
災
害
特
例
を
適
用
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
状

況
の
撮
影
を
お
願
い
し
ま
す
。

2025.7 Vol.199



　家畜共済加入後は、組合員にさまざまな通知が義務付けられており（重要事項説明書に記載）、この通知義務を
怠ると補償を受けられない場合がありますのでご注意ください。
　今回は､その中でも死亡廃用共済・疾病傷害共済に共通するものについて取り上げます。

組合への通知義務について

（重要事項説明書、「Ⅲ契約締結後におけるご注意事項」、「１.組合への通知義務」抜粋）

家畜に対して去勢、除角、その他大きな手術をするとき。

放牧、共進会に出品、家畜市場へ出場するとき。

家畜に管理人を定めるときや飼養場所を変えるとき。

牛、馬が家畜改良増殖法の規定による種畜証明書を取得したとき、種畜証明書を返納又は種畜証明書
が失効したとき。（家畜区分が変更になる）

家畜に対して去勢、除角、
その他大きな手術をするとき。
ＮＯＳＡＩ獣医師
以外が実施する場
合、家畜に対して
行う内容を実施す
るまでに通知して
ください。

(※１) 損害防止指導には、「健康状態の確認」「輸送車両の清掃･消毒」「適切な輸送環境」「積込み・積下ろしの安全対策」「個体識別と記録」等が
含まれ、搬入牛の調子が良くない等心配な場合は最寄りのＮＯＳＡＩ診療所にご相談ください。

死亡廃用共済・疾病傷害共済 共通

1

1
放牧、共進会に出品、

家畜市場へ出場するとき。
事前にＮＯＳＡＩへ通知し損害防止指導(※１)を受け、その
指導に従ってください。これを行うことで、家畜市場では
売買成立まで共済補償が受
けられます。「と畜場」の場
合は､と畜目的のため、組合
員の敷地内で牛が車両に積
まれた時点で、その個体の
共済責任が終了します。

2

家畜に管理人を定めるときや
飼養場所を変えるとき。

道内の牧場へ預託
する場合など、事
前にＮＯＳＡＩに通
知（飼養地の変更
等）していれば、運
搬中及び預託先で
の共済補償が受け
られます。

3
牛、馬が家畜改良増殖法の規定による

種畜証明書を取得したとき、
種畜証明書を返納又は種畜証明書が
失効したとき。（家畜区分が変更になる）
種畜証明書の取得の有無で、加入し
ている家畜区分が変更となり、補償
が受けられなくなる場合があります
ので、取得や失効したときは必ずＮ
ＯＳＡＩへ通知してください。

4

2
3
4
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になります。
　図1は、R5群が牧場で実施された69頭、R6群が診療所
で実施した67頭を表しています。R5群ではDGの中央値
が1.15だったのに対してR6群では1.2でした。270日齢で
出荷すると仮定して分かりやすく体重換算すると、R5群が
310kg、R6群が324kgになります。何が変わったかという
と術前10分前までにメロキシカム製剤を投与したことで
す。メロキシカムは痛みの緩和が得意な薬なので去勢後
の疼痛が減少し、ＤＧ上昇に貢献したと考えられます。販売
価格にも良い影響が出ており、昨今の相場でも市場平均
価格を上回る割合が増加しました。
　これを受けて次にブトルファノールを追加しました。ブト
ルファノールは内臓痛に対して良好な鎮痛効果を持つ麻
酔薬です。出荷した牛では安定したＤＧと販売価格も良く
手ごたえを感じています（写真）。鎮静を目的に投与するキ
シラジンの量を減らす
ことができる点、去勢中
の不動化や麻酔の覚醒
後すぐに採食しにくるな
ど牛の負担が少なく疼
痛がさらに減少した印
象を持っています。
　昨今、黒毛和種の大
型化が進み、素牛の出
荷時DGは年々上昇し
ているように感じます。
血統構成も非常に重要
なポイントとなってきま
すが、疼痛やストレスで
DGの上昇を妨げない
ような工夫も重要では
ないかと考えています。

去勢は、脂肪のつきを良くする、肉質を向上させる、雄性が弱く
なるため飼いやすくなる効果があります。去勢の実施方法はさ
まざまですが、アニマルウェルフェアの観点からなるべく苦痛が
少ない、牛にとって楽な方法を採用することが重要です。去勢実
施前後の注意点とＤＧ（一日平均増体重）上昇を目的とした疼痛
を意識した取り組みを紹介します。

　皆さん概ね4か月齢から6か月齢になるまでに去勢を実
施されていると思います。術前と術後に注意点があります
ので紹介します。
　術前の注意点の1つ目は発熱の有無や呼吸器症状を出
していないかです。去勢が行われる時期は牛群移動やワク
チン接種など少なからずイベントがあります。このように
ストレスがかかる時期はどうしても呼吸器症状が出てしま
うことがあります。体調が悪い牛はしっかり治療して元気
になってから去勢を実施するようにしましょう。術前の注意
点の2つ目は精巣がちゃんと2つあるか確認することで
す。潜在精巣の場合、精巣は皮下や腹腔内に迷入していま
すので通常の去勢とは異なる方法で実施しなければなり
ません。術前はこれでバッチリですね。
　次に術後の注意点です。術後7日目で明らかな腫れ、熱
感や痛みがある場合は術後の合併症の可能性が高いので
獣医さんに相談してください。5か月齢の黒毛和種8頭を
対象に去勢当日から7日間、10日目、14日目、21日目に陰
嚢の写真を撮影し縦×横(cm)の計測をしたところ、術後1
～２日目に陰嚢の基部が最も腫れることが分かりました。
陰嚢は3日目から縮小が始まり、5日目程度で陰嚢の基部
の腫れが引き良好となります。また、生後8か月齢の黒毛
和種を2頭去勢する機会があったので同様の計測をして
みたところ、若齢期に去勢した群と比べて腫れが明瞭で3
日目で最大になりました。また、腫れが引くまでの期間が
長く、14日目でようやく治まってくる結果となりました。
　月齢が進めば進むほど、身体が大きくなればなるほど牛
の負担も大きいので去勢忘れは絶対に避けましょう。

黒毛和種の去勢について～疼痛を意識した去勢のススメ～

　牧場従業員が去勢を実施されていた農家さんからご依
頼があり、診療所で去勢を実施するようになった事例を紹
介します。疼痛緩和や疼痛管理を目的にメロキシカム製剤
とブトルファノールを使用することでDGが上昇した事例

（写真）日齢250日、胸囲からの推定で約
350kgの去勢（DG1.4）

D
G

1.6

1.4

1.2

1.0

R6群R5群 ＊＊P<0.01

＊＊

（図1）R5群とR6群のDGの比較

去勢実施前後の注意点

疼痛を意識した取り組み

道央上川センター　
上川北支所 美深家畜診療所

やまもと こうへい

獣医師 山本 浩平
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これからも札幌の農業を守ると話す藤井さん（前列左から2番目が藤井さん）

農作業を間近で見ることができるキャンプ場

　
「
北
海
道
・
藤
井
フ
ァ
ー
ム
・
ラ
ボ
株

式
会
社
」代
表
取
締
役
社
長
の
藤
井
徹

さ
ん（
80
）は
、
札
幌
市
北
区
で
１
５
０

㌶
の
農
地
を
利
用
し
、
露
地
・
園
芸
施

設
で
40
種
類
以
上
の
作
物
を
作
付
け
し

て
い
ま
す
。
同
社
は
、と
う
も
ろ
こ
し
の

収
穫
体
験
や
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験
の

ほ
か
に
、
農
場
脇
を
流
れ
る
茨
戸
川
の
ほ

と
り
で
夏
と
冬
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
立
地
を
生
か

し
、
冬
に
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
ど
農
業
と

観
光
業
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
って
い
ま
す
。

　
藤
井
さ
ん
は「
子
ど
も
の
食
育
の
一
環

と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
で
す

が
、
収
穫
体

験
を
き
っ
か

け
に
農
業
の

楽
し
さ
を
見

つ
け
て
ほ
し

い
で
す
。
ま

た
、
市
民
農

園
の
一
区
画

を
借
り
て
栽

培
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ

と
も
可
能

で
、
市
民
農

園
を
き
っ
か

け
に
将
来
農

業
を
や
り
た
い
と
思
う
人
が
一
人
で
も

多
く
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

生
産
し
た
野
菜
を
消
費
者
へ

　
平
成
23
年
に
は「
地
元
で
取
れ
る
野

菜
を
地
元
の
人
に
食
べ
て
ほ
し
い
」と
い

う
思
い
で
直
売
所
を
開
設
。さ
ら
に「
野

菜
の
お
い
し
さ
を
よ
り
一
層
知
っ
て
ほ
し

い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
令
和
３
年
秋
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
併
設
型
の「
ベ
ジ
タ
ベ
ー

レ
」と
し
て
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ

ま
し
た
。
同
社
で
と
れ
る
野
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い「
野
菜
の
お
い
し
さ
再
発
見
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
春

は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
夏
は
と
う
も
ろ
こ
し
、

秋
は
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
、
季
節
折
々
の
と

れ
た
て
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
令
和
５
年
か
ら
蕎

麦
の
作
付
け
を
始
め
、
令
和
６
年
に
新

蕎
麦（
キ
タ
ミ
ツ
キ
）の
メ
ニュ
ー
化
に
成

功
し
、
金
曜
日
限
定
メ
ニュ
ー
と
し
て
提

供
し
て
い
ま
す
。
藤
井
さ
ん
は「
栽
培
期

間
中
は
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
不
使
用

を
基
本
と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
特
に
、カ
ボ
チ
ャ
と

サ
ツ
マ
イ
モ
は
令
和
６
年
９
月
に
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ぜ
ひ
と
も
食
べて
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

今
後
の
展
望

　
「
こ
れ
ま
で
札
幌
の
農
業
を
守
り
、
市

民
農
園
、
直
売
所
、レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光

分
野
、
農
福
連
携
と
多
く
の
こ
と
に
挑

戦
し
通
年
雇
用
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

た
が
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
当
社
で
所

有
し
て
い
る
一
部
の
畑
の
生
産
管
理
を

従
業
員
に
全
て
一
任
し
、
販
売
の
み
当

社
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
将
来
的
に

独
立
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
札

幌
市
に
定
住
し
て
農
業
を
し
て
い
く
若

い
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

農
業×

観
光
業
を
組
み
合
わ
せ
た

通
年
雇
用
の
実
現

札幌市 藤井 徹さん
ふじ い とおる
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芦別RICEでパッケージされたゆめぴりかと、芦
別市出身で星の降る里あしべつ応援大使を務め
る元プロ野球選手「高橋慶彦」氏をデザインした
パッケージのお米

芦別RICE取締役会長の沼田哲男さん

芦
別
産
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
へ

　
芦
別
市
の
沼
田
哲
男
さ
ん（
60
）が

取
締
役
会
長
を
務
め
る「
株
式
会
社
芦

別
R
I
C
E
」は
、
農
家
直
営
の
米
販

売
事
業
者
・
検
査
登
録
機
関
と
し
て
、

「
な
な
つ
ぼ
し
」や「
ゆ
め
ぴ
り
か
」の
玄

米
を
北
海
道
産
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し

て
い
ま
す
。

　
海
外
展
開
の
必
要
性

　
芦
別
R
I
C
E
は
日
本
の
人
口
減
少

が
進
む
未
来
を
案
じ
、
海
外
展
開
へ
の

志
に
共
感
し
た
同
市
内
の
農
家
３
人
で

平
成
23
年
に
設
立
し
た
法
人
で
す
。
香

港
へ
の
玄
米
の
輸
出
か
ら
始
ま
り
、
令
和

２
年
に
戦
略
的
輸
出
基
地
の
指
定
を
受

け
輸
出
が
拡
大
。
令
和
６
年
に

は
輸
出
用
農
地
が
2
2
8
㌶

に
拡
大
し
、
農
水
省
の
農
林
水

産
物
・
食
品
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
G
F
P
）に
も
参
画
し
て

い
ま
す
。

　
戦
略
的
輸
出
基
地
指
定
を

受
け
た
際
に
は
、輸
出
へ
の
ロ
ッ

ト
確
保
や
規
模
拡
大
を
目
指

し
、地
域
農
家
へ
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。地
域
農
家
と
共

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
地
飲
食

店
を
訪
問
し
、生
産
し
た
米
が

お
い
し
い
と
絶
賛
さ
れ
た
こ
と

を
機
に
、参
加
す
る
農
家
が
次
々

に
増
え
、現
在
は
市
内
外
を
含

め
24
人
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

参
加
希
望
の
農
家
に
は
生
産
調

整
に
よ
る
輸
出
の
取
り
組
み
支
援
、効
率

化
策
な
ど
の
技
術
支
援
を
行
い
、輸
出
用

米
への
参
加
を
助
け
て
い
ま
す
。

　
意
識
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
　　

　
輸
出
す
る
玄
米
は
、
生
産
者
ご
と
に

検
査
・
輸
出
を
行
う
こ
と
で
生
産
者
の

意
識
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
名
前
を
付
け
て

輸
出
す
る
こ
と
で
、
顧
客
か
ら
は
生
産

者
を
指
定
し
て
依
頼
が
来
る
こ
と
も
あ

り
、
生
産
者
の
さ
ら
な
る
意
識
向
上
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
芦
別
市
の
生

産
者
に
つ
い
て
は
北
海
道
芦
別
産
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
輸
出
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
１２
月
に「
令
和
６
年
度
輸

出
に
取
り
組
む
優
良
事
業
者
表
彰
」で
、

農
業
者
の
み
の
出
資
で
輸
出
用
米
を
主

に
卸
す
販
売
事
業
者
と
し
て
、
同
社
の

取
り
組
み
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
年
に
始
ま
っ
た
米
国
へ
の
輸
出
は
、

1
2
0
0
㌧
の
う
ち
6
割
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
需
要
が
伸
び
る
の
が
期
待
さ

れ
て
い
た
中
で
発
表
さ
れ
た
米
国
の
相

互
関
税
は
今
後
の
懸
念
と
な
り
、
欧
州

な
ど
の
新
た
な
市
場
開
拓
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
た
な
販
路
を
拡
大

　
現
在
は
、
精
米
で
の
輸
出
を
目
的
に

集
荷
・
精
米
・
保
管
・
出
荷
を
一
元
管

理
で
き
る
米
定
温
貯
蔵
調
整
施
設
が
完

成
。
食
品
安
全
に
関
す
る
国
際
規
格

I
S
O
2
2
0
0
0
認
証
を
取
得
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
欧
州
で
の
精
米
輸
出
の

た
め
、よ
り
基
準
が
厳
し
い
F
S
S
C

2
2
0
0
0
食
品
安
全
認
証
取
得
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
沼
田
さ
ん
は「
国
内
の
人
口
減
少
も

考
え
ら
れ
る
中
で
、
国
外
の
市
場
に
目

を
向
け
、
新
た
な
販
路
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
生
産
者
の
所
得
向
上
と
農
地
を

維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。日
本
の
農

業
を
守
り
、
食
料
の
安
定
供
給
を
守
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

芦別市 沼田 哲男さん
ぬま た てつ お
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新田牧場のメンバー（左端が勝山さん、隣が檜森さん）

人懐っこい牛と檜森さん

カシワの木が牧場を見守っている

　
幕
別
町
新
和
に
あ
る
株
式
会
社
新
田

牧
場
は
、
乳
用
牛
1
8
9
頭（
経
産
牛

1
0
6
頭
、未
経
産
牛
83
頭
）を
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
形
式
で
飼
養
す
る
酪
農
専
業

の
牧
場
で
、
平
成
31
年
か
ら
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
取
締
役
の
勝
山
安
久
さ
ん（
59
）

と
場
長
代
理
の
檜
森
宣
明
さ
ん（
40
）、

ほ
か
従
業
員
６
人
か
ら
な
る
同
社
は
、

酪
農
を
始
め
て
か
ら
1
0
0
年
以
上
の

歴
史
を
持
ち
ま
す
。

1
0
0
年
以
上
続
く
酪
農
経
営

　
明
治
末
期
に
創
設
者
で
あ
る
新
田
長

次
郎
氏
が
工

業
用
ベ
ル
ト
の

皮
革
を
鞣
す
た

め
に
必
要
な
タ

ン
ニ
ン
を
槲
の

樹
皮
か
ら
製
造

す
る
た
め
、
幕

別
と
そ
の
周
辺

に
広
大
な
土
地

を
取
得
し
ま
し

た
。「
新
田
帯

革
製
造
所
十

勝
製
渋
工
場
」

を
創
設
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け

で
、
大
正
期
か

ら
伐
採
地
で
牧

場
を
始
め
ま

す
。
西
洋
化
へ

向
か
う
時
代
に
バ
タ
ー
や
練
乳
の
製
造

も
行
う
こ
と
で
好
評
を
博
し
、
ま
た
外

国
か
ら
牛
を
導
入
し
て
改
良
に
努
め
る

な
ど
先
進
的
な
牧
場
で
、
当
時
は
北
海

道
の
三
大
牧
場
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
田
牧
場
と
敷

地
内
に
あ
る
チ
ー
ズ
工
房
は
、
映
画
撮

影
の
ロ
ケ
地
に
何
度
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。

牛
に
尽
く
す
気
持
ち
で

　
勝
山
さ
ん
は「
こ
の
牧
場
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
人
に
も
牛
に
も
優
し
く
で
す
」と
話

し
、
檜
森
さ
ん
は「
牛
の
生
命
か
ら
乳
な

ど
の
価
値
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
生
業

と
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
牛
に
尽
く
す
と

い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

　
さ
ら
に「
牧
場
の
仕
事
で
幸
せ
だ
と
思

う
の
は
、
牛
が
懐
い
て
寄
っ
て
き
て
く
れ

る
時
で
す
ね
。
牛
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
と
実
感
で
き
る
か
ら
で
す
。
牧
場
内

を
歩
き
な
が
ら『
め
ん
こ
、め
ん
こ
』と

声
を
か
け
て
い
ま
す
」と
檜
森
さ
ん
は
目

を
細
め
ま
す
。

　
「
で
き
る
限
り
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
育
て
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
方
に
は
、

私
た
ち
が
愛
情
を
持
っ
て
育
て
た
牛
の

牛
乳
を
お
い
し
く
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
勝
山
さ
ん
。「
今
後
の
目
標
は
乳
器
と

肢
蹄
の
遺
伝
的
な
改
良
と
、
牧
草
の
質

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
牛
が
さ
ら
に
健

康
で
長
生
き
す
る
こ
と
で
す
」と
話
し
ま

す
。

　
新
田
牧
場
の
周
囲
に
は
、
創
設
者
の

長
次
郎
氏
が
遺
し
た
槲
の
老
大
樹
が
今

で
も
多
く
あ
り
ま
す
。

人
に
も
牛
に
も
優
し
く

幕別町 勝山 安久さん・檜森 宣明さん
かつ やま ひ もり のぶ あきひさやす

に
っ  

た

じ  

ろ
う

ち
ょ
う

な
めか

し
わ

な
り 

わ
い
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愛くるしいクラブカーフクラブカーフと和牛の子牛

竹本さんとクラブカーフ

希
少
な
「
ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
」
を
飼
養

　
訓
子
府
町
北
栄
で
酪
農
を
経
営
す
る

竹
本
竜
也
さ
ん（
４８
）の
牧
場
で
ク
ラ
ブ

カ
ー
フ
の
子
牛
が
令
和
５
年
７
月
に
誕

生
し
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
は
モ
フ
モ
フ
と
し
た
毛

が
特
徴
の
小
型
の
牛
で
、
海
外
で
は
ペッ

ト
と
し
て
の
需
要
が
高
く
、日
本
で
は
飼

養
し
て
い
る
例
が
少
な
い
珍
し
い
品
種
で

す
。「
輸
入
精
液
・
受
精
卵
の
販
売
会
社

の
担
当
者
か
ら
紹
介
さ
れ
、ク
ラ
ブ
カ
ー

フ
を
知
り
ま
し
た
。
元
々
、
牛
が
好
き
で

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
や
黒
毛
和
種
以
外
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
や
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
と

いっ
た
、さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
牛
を
飼
って

い
る
こ
と
も
あ
り
、ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
に
も

興
味
を
持
ち
、飼
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
」と
竹
本
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

飼
養
に
向
け
て
受
精
卵
移
植

　
竹
本
さ
ん
は
ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
の
輸
入

受
精
卵
を
購
入
し
、
自
身
が
飼
養
す
る

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
経
産
牛
へ
受
精
卵
移

植
を
行
い
ま
し
た
。
分
娩
予
定
日
の
付

近
で
は
、
夜
間
も
こ
ま
め
に
見
回
り
、
観

察
を
欠
か
さ
ず
に
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

分
娩
時
の
様
子
に
つ
い
て
竹
本
さ
ん
は

「
ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
は
小
さ
な
牛
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
頭
が

大
き
く
、
足
も
太
く
、
幅
の
あ
る
体
型

を
し
て
い
ま
し
た
。
分
娩
時
に
は
介
助
を

行
い
、
何
と
か
無
事
に
分
娩
し
ま
し
た
。

決
し
て
小
さ
く
は
な
い
の
で
、
分
娩
時
は

注
意
が
必
要
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
の
子
牛
は
、
黒
毛
和
種
の

子
牛
た
ち
と
共
に
す
く
す
く
と
成
長
し

て
い
ま
す
。

　
竹
本
さ
ん
は「
ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
は
日
本

で
の
飼
養
例
が
少
な
く
、
情
報
も
少
な

い
で
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る

の
か
、楽
し
み
で
す
。ま
ず
は
ク
ラ
ブ
カ
ー

フ
を
少
し
ず
つ
繁
殖
さ
せ
、
将
来
的
に
は

動
物
園
や
観
光
牧
場
な
ど
へ
供
給
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
共
進
会
や
地
域
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
連
れ

て
い
き
、
多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
い
元
気
と

癒
し
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

人
工
授
精
を
経
て
母
牛
に

　
現
在
ク
ラ
ブ
カ
ー
フ
は
無
事
に
妊
娠

し
、８
月
に
分
娩
を
控
え
て
い
ま
す
。「
体

格
が
小
さ
め
の
牛
な
の
で
出
産
が
少
し

心
配
で
す
が
、ど
ん
な
子
牛
が
産
ま
れ

て
く
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
無
事
産

ま
れ
た
ら
親
子
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

で
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
で
す
」と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

訓子府町 竹本 竜也さん
たけ もと たつ や

ほ
く
え
い
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北欧雑貨を更別からあなたのもとへ

浜中
町

網走
市

更別
村

　更別村の山田和美さん（52）は令和7年3月、村内に「小さな北欧雑貨店
Kuusijärvi」をオープンしました。店舗は改装した空き家を活用した訪問介護事
業所内の一角に構え、スウェーデンやフィンランドの現地で買い付けた、1970年

代のヴィンテージ品や木工品など、国内では手に入らない商品も多数取り揃えています。
　「クーシヤルヴィ」という店名は、フィンランドの旅行で記憶に残った風景で、地元で愛される湖が
由来。山田さんは、15年ほど前に初めて北欧を旅行し、現地で見た雑貨や食器のデザインだけでは
なく、その国民性にも惹かれたことがきっかけで、北欧風の雑貨をハンドメイドしたり旅行の度に
現地の商品を集めるようになり、3年前には雑貨店が集まるイベントに出店するようになりました。
　そして、自分の北欧雑貨店を持ちたいという思いから、住宅のある更別村に開店しました。更別
村にはおいしい飲食店もあるので、自分好みの雑貨を探しにぜひ更別の北欧雑貨店に立ち寄って
みてはいかがでしょうか。営業日は、お店のInstagramで確認できます。

世界に認められたジェラートショップ！
　網走市にあるRimo HOKKAIDO網走店では、ジェラートの本場イ
タリアの国際コンテストで優勝した店主が作り上げたジェラートを味わ
えます。

　代表を務める髙田聡さん（39）は、祖父が開業したジェラート店を平成19年に受け継ぎ、
味や香り、舌触りを独自に研究して、平成29年と令和元年にはイタリアで開かれたジェラー
トの国際大会で、日本人初となる２冠を達成しました。その後も研究を重ね、毎年国際大会
に挑戦し続けています。

　お店では、北海道の牛乳を使った定番のミルクや、一番人気のピスタチオ、網走
特産のイバラガニなど10種類ほどのジェラートを揃えており、地元食材や季節の
食材を使った期間限定ジェラートが出ることもあります。カップジェラートはオン
ラインショップから購入可能で、ふるさと納税の返礼品にもなっています。

クーシヤルヴィ

酪農業を営みながら鹿肉を販売
地域で人気の野菜直売所
　浜中町でエゾシカ食肉販売・猟銃ガイド・解体処理を行って
いる、㈱アウトドアアシスト岩松・岩松竜生さん（27）。酪農業を

営みながら、自ら鹿を狩猟し、行政から許可を受けた施設で解体処理した鹿肉を
販売しています。商売道具であるふくろながさは、刀身と柄が一体となっているの

が特徴で、いざという時の武器にもなります。
　また、岩松さんは同町で野菜の直売などを行って
いるグループ「べこっこの会」にも所属しています。
「コープはまなか」に販売コーナーを設けていて、地
元で採れた野菜などの農産物を販売しているほか、
名古屋コーチン、烏骨鶏、アローカナの有精卵も販売
していて、人気を呼んで
います。
　浜中町へお越しの際
は、ぜひお立ち寄りくだ
さい。

やま だ かず み

いわまつりゅうせい

たか さとしだ
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

北海道酪農発祥の地で
味わう絶品スイーツ
　北海道酪農発祥の地、八雲町にある「ELFIN」は、100
年以上の歴史がある「元山牧場」代表の元山美芳さんが

運営しており、地元の方、観光客からも長年愛されている店です。飼料から
こだわり育てられた牛の良質な牛乳を使った、アイスやソフトクリーム、プ
リンなどを販売しており、ピーク時には店内が人であふれるほどの人気ぶ
り。特にプリンは、2021年から待望の販売再開となった人気商品で、アイ
ス、牛乳とともに全国へのお取り寄せも可能となって
います。2階テラス席では、噴火湾を望む絶景を楽しむ
こともできます。噴火湾パノラマパークも近くにあり、
高速道路八雲PAより徒歩での来店が可能です。八雲
町へお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

極上のサフォーク肉と焚き火を囲むキャンプ場
　士別市にある「焚き火キャンプ場士別ペコラ」には、木に囲ま
れ落ち着いた雰囲気のプライベートサイト、羊の放牧地に近く夕
陽や星空が堪能できる丘の上サイトをはじめ、59区画のキャン

プサイトがあり、直火可能なストーンサークルがあるサイトもあります。中央部にあ
るファイヤーサークルで焚き火を囲むイベント開催時には、宿泊客が集まり宴ととも
に交流も行われます。
　ペコラカフェでは、士別産のクラフトビールの生ビール・ハイボールなどのアル
コール類、ソフトドリンク・軽食も取り揃えていて夏にはかき氷も販売しています。
　また、受付棟の「ペコラキッチン」では、ランチ・ディナーにて、サフォーク焼
肉、手ごねハンバーグ、ソフトクリームなどを堪能できるほか、野外BBQハウ
スで極上のサフォーク肉も食べられます。ペコラキッチン内にある羊肉直営店
では、サフォーク肉・ジンギスカン・士別やきとりなどの食品類や炭・焚き火用
の薪などのキャンプ用品、羊革製品、ムートンカバーなども販売しています。
キャンプ初心者からベテランキャンパーまで楽しめるキャンプ場です。

八雲
町

士別
市

エルフィン

もとやま み よし
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「ナチュラルチーズ鶴居」の5種類セット

今号の表紙今号の表紙

　鶴居村にある株式会社鶴居村振興公社「鶴居たんちょうプラザつるぼーの家」の数あ
る商品の中から「ナチュラルチーズ鶴居」の5種類セットをお届けします。
　ミルクの自然な甘みを出した「マイルドラベル」、熟成のコクや甘さに加えて程よい塩
味のバランスが良い「シルバーラベル」、6カ月以上熟成させた「ゴールドラベル」、黒胡
椒の刺激と程よい塩味の「ペッパーチーズ」、デンマーク語で「小さい」を意味する「リー
レ」を商品名に冠した「リーレツルイチーズ」です。
　熟成されたチーズのそれぞれ違う風味をぜひご賞味ください。

　
標
茶
町
の
㈱
T
A
C
S
し
べ
ち
ゃ

で
取
締
役
場
長
を
務
め
る
東
条
昌

彦
さ
ん（
41
）は
、令
和
7
年
5
月
に

雪
印
種
苗
㈱
の
営
業
職
か
ら
出
向

で
就
任
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、平
成
25
年
11
月
に
J
A

し
べ
ち
ゃ
、雪
印
種
苗
㈱
、標
茶
町
が
出
資
し
設
立
し
た
農
業

生
産
法
人
で
、搾
乳
牛
約
2
4
0
頭
を
含
む
約
5
5
0
頭
を

飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
農
場
H
A
C
C
P
認
証
や
G
A
P
認
証
を
取
得
し
て
い

て
、今
後
は
、同
町
の
新
規
就
農
希
望
者
向
け
の
研
修
も
、事

業
展
開
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
東
条
さ
ん
は「
営
業
職
時
代
に
農
家
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た

こ
と
を
、今
自
分
が
体
感
し
て
い
ま
す
。大
変
な
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、楽
し
み
な
こ
と
が
多
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は「
研
修
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
て
、標
茶
町
で
新
規
就
農
す
る
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い

で
す
」と
気
を
引
き
締
め
ま
す
。

１４人の従業員で分担して作業を行っています

クイズに答えてプレゼントを当てよう！

ブロックの数はいくつあるでしょうか？

前号の
答え

A1 明細

A2 時計

kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 
札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和7年8月22日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそ
のご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話
番号・右記クイズの答えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご
意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

応募方法
応募フォーム今回の

プレゼント

応募〆切り

A1： 個

正解者の中から
抽選で30名の方に
プレゼントします！

A2： 個

と
う
じ
ょ
う
ま
さ

ひ
こ
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ＮＯＳＡＩ北海道からの
お知らせ

ＮＯＳＡＩ北海道からの
お知らせ

　表彰は、自動車の安全運転と良好な車両保全管理に努め、
他の模範となる拠点に褒章を与え、これをもってNOSAI北
海道の安全運転を奨励し、職員の安全とNOSAI北海道の自
動車事故防止を目的として実施しています。
　左記の総代研修集会に先立ち「令和6年度交通安全等表
彰式」を開催し、受賞者を代表して獣医療研修センター（空知
家畜診療所）の松本眞一獣医師が賞状を受け取りました。

令和6年度交通安全等
表彰式を開催しました

　令和6年産農・畑作物共済の
5月分仮渡し共済金を5月30日
（金）に支払いました。
　農作物共済は水稲で１６２戸
の対象者に72,029,169円、畑
作物共済は６品目で延べ２０１戸
の対象者に63,578,947円を
支払いました。
 

5月分仮渡し共済金を支払いました

第２部「ＮＯＳＡＩ北海道の中長期計画」の改定について説明する森谷参事 受賞者を代表して賞状を受け取る松本獣医師

5月9日

5月12日

5月14日
5月16日
5月29日

収入保険推進協議会総会（札幌）  
第1回安全運転管理委員会（TV会議）
第1回総務専門委員会（TV会議）  
第1回余裕金運用管理委員会（TV会議）
第1回農作専門委員会（TV会議）
第1回家畜専門委員会（TV会議）
第1回理事会（札幌）
第1回監事会（札幌）  
第2回理事会（札幌）  
令和7年度全道総代研修集会（札幌）

5月30日
6月10日

6月20日

第4回通常総代会（札幌）
第1回経営管理委員会（札幌）
第2回総務専門委員会（札幌）
第2回農作専門委員会（札幌）
第2回家畜専門委員会（札幌）
第2回監事会（札幌）
第3回理事会（札幌）
令和7年度損害評価会（札幌）
第1回損害評価会果樹共済部会（札幌）

組合の動き
5月～6月

組合で開催された
主な会議等を掲載します。

令和7年5月29日に、札幌市の共済ホールにて令和7年度全
道総代研修集会を開催しました。
　９８人の総代が出席した同会は「令和6年度決算および令
和7年度予算の概要について」など、4部構成で研修を実施し
ました。

令和7年度全道総代研修集会
を開催しました

まつもとしんいち

もり や

水稲
ばれいしょ
大豆
小豆

いんげん
スイートコーン
かぼちゃ
畑作物計

農作物共済
作物名 支払戸数（戸） 支払共済金（円）

畑作物共済

農・畑作物合計 

162
1
72
50
75
2
1

201
363

72,029,169
68,579

35,573,100
2,833,850
20,397,004
3,991,347
715,067

63,578,947
135,608,116

令和6年産 農・畑作物共済仮渡し共済金（令和7年5月支払分）
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広報紙

作り方

材料 （2～3人分）
・きゅうり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・タコ（刺身用）・・・・・・・・・・・・・
・梅干し・・・・・・・・・
・大葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・ごま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　3本
小さじ1/4

150g（角切り）
2個（種を除いてたたく）

3枚
大さじ2
適量

暑い夏にぴったり！さっぱり！
爽やかきゅうりとぷりぷりタコの梅マリネ

たたいたきゅうりに、梅干しの酸味と塩気がじんわ
りしみ込んだ、ひんやり爽やかな一皿。
仕上げに香り豊かな大葉と香ばしいごまを加えれ
ば、味と食感に立体感が生まれます。
ぷりっとしたタコは、きゅうりのおいしさを引き立
てる名脇役。しっかり冷やしてどうぞ。

きゅうりの水分をしっかり抜くことで、味
がしっかりしみ込み、食感もよくなりま
す。

きゅうりをポリ袋に入れ、めん棒で軽くたたいて
ひびを入れ、食べやすい大きさに切る。塩をふ
り、5分ほどおいて水分を出す。

器に盛り、ごまをふって仕上げる。冷蔵庫でしっ
かり冷やしてからお召し上がりください。

ボウルに①のきゅうり、梅干し、タコ、ちぎった大
葉、しょうゆを加えて和える。

一般社団法人日本ホームパーティー協会 
ホームパーティー検定®認定講師
日本酒唎酒師 上川大雪酒造アンバサダー
酒正 土井商店 ブランドマネージャー Instagram

＠okacofestavolo
スタジオ撮影フードスタイリスト、レシピ開発、
広告メニュ ーデザイン、家庭科授業外部講師、
メディア出演等活躍中。
日本酒唎酒師・日本酒品質鑑定士・
酒粕麹マイスター・イタリア料理ソムリエ等、
日本酒をはじめ食に関する資格を多数所持。
フードコンサルタント事業なども手掛ける。
北海道らしい食づくり名人(北海道知事認定)

おかざきおかこ party food stylist
パーティーフードスタイリスト「Festavolo」




